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新しい学校教育目標のもと、新年度がスタートしました 

４月７日（金）の始業式で２，３年生、１１日（火）の入学式で１年生の新年度

がスタートいたしました。今年度のスタートに向けて、次代をになう松中生にどの

ような力が必要とされるのか、今の松中生の良いところや足りないものは何か、ど

のような生徒像、学校像を目指し、その実現のために教員はなにをなすべきかを話

し合いました。その話し合いを元に、今年度の新たな学校教育目標を定めました。 

 

＜令和5年度学校教育目標＞ 

未来を創造し、たくましく生きる生徒の育成 

～地域・家庭のつながりによるレジリエントな学校を目指して～ 

めざす生徒像 
・目標に向かい、主体的に行動する生徒 
・自他を大切にする生徒 
・物事に集中し、粘り強く取り組む生徒 

めざす教師像 
・学び続け、変化に柔軟に対応する教師 
・保護者や地域とつながり、生徒に丁寧に寄り添う教師 
・計画的に、粘り強く取り組む教師 
・服務規律を遵守し、ワークライフバランスのある教師 

めざす学校像 
・未来・社会に開かれた学びの場 
・生徒、保護者の思いをくみ取り、温かい人間関係を築く場 
・学校、家庭、地域協働による子育ての場 
 

 「レジリエント」とは「弾力性のある」とか「柔軟性がある」とか「回復力が

ある」という意味で、「レジリエントな学校」とは「困難や逆境を柔軟にうけとめ、

はねかえす力を持つ学校」ということです。校訓「盡己」（じんこ・・・己のベスト

を尽くす）の精神を大切にしながら、この目標のもと、今年度のすべての教育活動

に取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 



 

第４９回入学式 

４月１１日（火）伊丹市教育長 木下 誠 様、学校運営協議会 白井 良夫 様 

ＰＴＡ会長 西山 弘子 様 をお迎えし、第４９回入学式を挙行いたしました。 

天気も良く、爽やかな空気の中、１７４名の新入生が入学し、中学校生活をスタ

ートしました。新入生の代表生徒からは３つの頑張りたいこと（勉強、部活、将来

の夢の実現）の発表があり、在校生代表からは「３年後 どんな自分になるだろう 

きっと言えるよ 松中最高」の一首が贈られました。どちらも自分の思いが込めら

れたすばらしい言葉でした。ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 


